
1　施設利用実績

　(1)　年度別利用実績

29年度 30年度 令和元年度 ２年度 ３年度

308 308 309 236 247

6,748 6,538 6,017 3,722 4,829

105,723 105,030 94,100 42,571 55,930

37.5 37.5 31.3 22.0 30.6

75.8 84.2 79.5 70.9 83.7

8,309 7,755 6,846 4,434 5,760

令和３年度　青少年女性センター・勤労青少年ホーム事業実績
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　(2)　利用者別利用実績

月 件数 人数 件数 人数 件数 人数 件数 人 数

4 25 285 3,353 207 2,516 31 724 523 6,593

5 9 64 703 69 748 7 106 140 1,557

6 8 66 668 64 740 8 157 138 1,565

7 27 263 2,750 268 3,047 43 795 574 6,592

8 25 194 1,933 241 2,799 50 786 485 5,518

9 2 0 0 2 22 1 22 3 44

10 27 296 3,252 241 2,794 52 814 589 6,860

11 25 269 3,087 153 1,708 65 1,325 487 6,120

12 24 251 2,879 184 2,125 53 981 488 5,985

1 24 248 2,567 140 1,476 58 865 446 4,908

2 24 243 2,565 166 1,546 26 286 435 4,397

3 27 282 3,118 198 2,075 41 598 521 5,791

計 247 2,461 26,875 1,933 21,596 435 7,459 4,829 55,930

２年度
実績 236 2,089 23,124 1,361 14,633 272 4,814 3,722 42,571

29年度 30年度 令和元年度 ２年度 ３年度
3,816 3,775 3,359 2,089 2,461 　※①棒グラフ

2,360 2,220 2,115 1,361 1,933 　※②棒グラフ

572 543 543 272 435 　※③棒グラフ

52,748 52,685 46,554 23,124 26,875 　※④折れ線グラフ

33,712 32,715 28,843 14,633 21,596 　※⑤折れ線グラフ

19,263 19,630 18,703 4,814 7,459 　※⑥折れ線グラフ公用（人数）
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　(3)　認定団体内訳および利用実績

区分
青少年
団体

女性団体
消費生活

団体
その他
団体

勤労青少年
団体

合計
２年度
実績

団 体 数 15 113 1 1 1 131 142

会 員 数 1,901 2,574 39 20 4 4,539 5,321

利用件数 276 2,168 13 4 0 2,461 2,089

利用人数 3,912 22,809 76 78 0 26,875 23,124

　(4)　時間帯別内訳

午前 午後 夜間 合計
２年度
実績

利用件数 1,407 1,240 754 3,401 2,532

利用人数 16,943 15,871 9,281 42,095 30,493

利 用 率
（ % ）

38.0 33.5 20.4 30.6 22.0

利用件数 365 545 518 1,428 1,190

利用人数 3,551 5,139 5,145 13,835 12,078

利 用 率
（ % ）

88.0 86.9 77.2 83.7 70.9

　(5)　新型コロナウイルス感染症拡大防止対応
　　 ア　施設利用

　　 イ　初日受付
　　　　 従来、毎月初日に開始する会議室等の予約受付は、施設に来所し、抽選で順番を
          決めて対面で行っていたが、三密を回避するため、昨年度から事前に抽選への参加
　　　 受付を行い、初日に当課で抽選の上、順次電話で受付する方式で行っている。

会議室等

多目的
ホール

　　　　令和３年５月12日（水）～6月20日（日）　　緊急事態宣言により貸館利用休止

区 分

　　　　令和３年６月22日（火）～８月29日（日）　  一部貸館利用制限

　　　　令和３年８月30日（月）～９月30日（木）　  緊急事態宣言により貸館利用休止

　　　　令和３年10月１日（金）～　　　　　　　       一部貸館利用制限
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２　講座開催実績

　(1)　青少年・女性対象（13講座、計14回）

№ 分類 講座名　・　期間 内 容 開催日 曜日 時間 回数 定員
受講
者数 男 女 託児

応募
者数

1 女性
女性のための相続講座～
相続問題で困らないため
に～

遺産相続に関わる問題について学
びます。

7/4 (日) 午前 1 20 16 0 16 0 18

2 男女
子育て講座～自分を大切
にする子どもを育てるた
めに～【託児付】

子どもの成長に親としてどう関
わっていくかを学びます。

7/25 (日) 午前 1 20 6 2 4 3 7

3 親子
親子ダンボール工作教室
～ダンボールハウスを作
ろう～

ダンボール紙からダンボールハウ
スを作ります。

7/27 (火) 午前 1 40 16 6 10 0 16

4 親子 親子で楽しむ片づけ講座
親子で楽しく片づけ方法を学びま
す。

8/5 (木) 午前 1 20 14 3 11 0 14

5 親子
親子ダンボール工作教室
～ダンボールカーを作ろ
う～

ダンボール紙からダンボールカー
を作ります。

8/18 (水) 午前 1 20 12 6 6 0 14

6 男女
エンディングノートの書
き方講座

エンディングノートの書き方を学
びます。

10/22 (水) 午前 1 20 5 1 4 0 7

7 男女 遺言書の書き方講座 遺言書の書き方を学びます。 10/22 (水) 午前 1 20 5 0 5 0 8

8 男女 筆ペンで年賀状を書こう
筆ペンを使った年賀状の作り方を
学びます。

11/19・26 (金) 午前 2 15 8 0 8 0 9

9 男女 生前整理について学ぶ 生前整理について学びます。 11/21 (日) 午前 1 20 10 0 10 0 13

10 男女
スッキリ快適！住まいの
整理術【託児付】

家の中をスッキリさせる整理収納
を学びます。。

12/17 (金) 午前 1 20 3 0 3 0 10

11 男女
怒りの感情と上手に向き
合うためのアンガーマネ
ジメント講座

怒りの衝動をコントロールし、怒
るか怒らないかを自分で決められ
るようになる方法を学びます。

1/23 (日) 午前 1 30 13 3 10 0 19

12 男女
アンガーマネジメントを
使った上手なしかり方講
座

「他人・自分・モノを傷つけな
い」ように効果的に叱る考え方と
方法を学びます。

1/23 (日) 午後 1 30 9 2 7 0 10

13 親子
親子ダンボール工作教室
～コロコロタワーを作ろ
う～

ダンボール紙からコロコロタワー
を作ります。

3/20 (日) 午前 1 20 14 5 9 0 14

講座数 13 計 14 295 131 28 103 3 159

21% 79%

  (2)　勤労青少年対象講座（6講座、計20回）

№ 分類 講座名　・　期間 内 容 開催日 曜日 時間 回数 定員
受講
者数 男 女 託児

応募
者数

1
勤労
青少
年

はじめてのZoom体験～
オンラインでビデオ通話
を体験しよう！～

貸出用機器を使って、オンライン
でビデオ通話を体験します。

6/30 (水) 午前 1 20 14 1 13 0 14

2
勤労
青少
年

簿記３級をめざして
簿記の知識や技能などを習得し、
就職やキャリアアップに役立てま
す。

7/10・17・
24・31、
8/7・21、
10/2・9・
16・23、
11/6・13

(土) 午前 12 30 21 2 19 0 24

3
勤労
青少
年

バドミントンを楽しもう
バドミントンを基礎から楽しく学
びます。

10/23・
30・11/6

(土) 午前 3 18 18 4 14 0 26

4
勤労
青少
年

スマートフォン体験講座
貸出用機器（Android）を使っ
て、基本操作やアプリの使い方を
学びます。

10/27 (水) 午前 1 20 10 1 9 0 11

5
勤労
青少
年

イラッとしない・させな
いコミュニケーション術
【託児付】

怒りをコントロールする脳と言葉
の使い方、相手を傷つけず、我慢
もしない伝え方を学びます。

2/19、26 (土) 午前 2 25 20 6 14 4 12

6
勤労
青少
年

スマートフォンでLINE
を楽しもう

貸出用機器を使って、LINEアプリ
の基本的な使い方を学びます。

2/24 (木) 午前 1 20 15 4 11 0 17

講座数 6 計 20 133 98 18 80 4 104

18% 82%

男女比

男女比
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３　相談事業実績

　(1)　相談種別

（毎日）24時間　メール受付

※託児を希望する場合は、原則１週間前までに託児の予約が必要

　(2)　相談件数

　(3)　相談件数（内容別）

※ＤＶ相談には、他課・他機関連携、及びオンラインDVほっと相談を含む

D V 相 談 （火曜日～日曜日）
9：00～12：00

市ＤＶ
相談員

13：00～17：00

オンラインDVほっと相談

女 性 の 悩 み 相 談 （火曜日～金曜日） 13：00～16：30 市相談員

女性のための法律相談 （第１～４土曜日） 10：00～12：00 弁護士

女性の悩み相談
女性のための

法律相談
D V相談 計

面　接 53 100 152 305

WEB面接 1 1

電　話 716 632 1,348

メール 18 18

合　計 769 100 803 1,672

うち男性 0 37 37

№ 相 談 内 容
女性の悩み相

談
女性のための

法律相談
D V相談 計

1 ﾄﾞﾒｽﾃｨｯｸ・ﾊﾞｲｵﾚﾝｽ（DV） 5 3 35 43

3 夫婦の問題 39 3 50 92

2 離婚問題 59 61 14 134

5 家族の暴力 0 0 3 3

4 子どもの問題 3 4 6 13

7 相続問題・金銭トラブル 8 18 2 28

6 家族の問題 115 2 68 185

9 職場問題 34 1 16 51

8 生活困窮 6 0 6 12

11 人間関係 133 0 61 194

10 ストーカー 0 0 0 0

13 支援措置 0 0 82 82

12 心の問題 234 0 166 400

15 問い合わせ（本人・関係者） 9 0 53 62

14 面接予約 44 0 112 156

17 無言・間違い電話 6 0 11 17

16 その他 70 0 62 132

計 769 100 803 1,672

18 他課・他機関連携 4 8 56 68
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４　周知 ・ 啓発

(1) レディヤンかすがい認定団体活動写真の掲示、作品展示、啓発展示
（レディヤン祭代替企画）

ア 令和３年12月12日（日）～25日（土）まで

イ １階ロビー及び４階図書資料コーナーで、認定団体活動写真の掲示、
作品展示、啓発展示を行う。

ウ 作品展示　１団体、啓発展示　３団体

(2) レディヤンだよりの発行

ア 講座、相談事業、施設利用のお知らせなど

イ 年４回　（143号、144号、145号、146号）

ウ 各号 360部

(3) 図書資料の貸し出し

ア

イ 蔵書数 2,272冊

ウ 155冊

(4) 展示

ア

イ 6件 117点

５　令和３年度に実施した主な施設の修繕

(1) 空調機器修繕

(2) 建具修繕

(3) 施設ネットワークLAN配線修繕

(4) 無停電装置取替修繕

(5) 非常灯設備修繕

発 行 部 数

開 催 日 時

事 業 の 実 施

参 加 団 体

掲 載 内 容

発 行 月

展 示 件 数

目 的 男女共同参画の実現を目指して女性問題関連を中心とした図書資
料等を収集し、閲覧及び貸し出しを行う。

蔵 書 数

貸 出 状 況 (67人)

目 的 レディヤンかすがいを活動拠点としている団体等の作品を展示す
る機会を無償で提供し、市民に対して活動内容を紹介して会員の
増加を図る。
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